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今回持参したバンジョー
　昨年10月の来日ツアーにノームは、ギブソンの

「スタイル12」コンバージョン（４弦だったもの
を５弦にするなど変換／改造すること）バンジョ
ーを持って来ました。これは彼の愛器である1941
年製の「スタイル7」ギブソンと同じくトップテ
ンション（バンジョーのヘッド＝皮をリゾネータ
ーを外すことなく上部＝トップからフックで締め
る。古くからビル・キースが愛用したことでも知
られるモデル）のバンジョーで、彼が飛行機での
移動を伴うツアーの際に使う、彼にとってのいわ
ゆる「フライトバンジョー」になります。
　彼曰く、「これは非常に興味深いTB-12コンバ
ージョン（元々は1937年製の4弦テナー）バンジョ

ノーム・ピケルニーの
トップテンション バンジョー
		  徹底解剖

　フラット＆スクラッグスの 1968 年公演以来、
さまざまな来日ブルーグラスライブに接してきた。
そして 50 年、よほどのことには動じないつもり
でいたが、ノーム・ピケルニーとステュアート・
ダンカンのデュオには驚いた。高校卒業直前、初
めてのアメリカ人バンジョー奏者アール・スクラ
ッグスを夢心地で見たとき以来、つぎつぎとやっ
て来た著名バンジョイストたち……。ビル・キー
ス“Beating around the Bush”やベラ・フレック

“Sinister Minister”など、とても弾けそうにない
と思ったけれど、何をしてるのかは分かった。け
れどノーム、同じ５弦の上で右手三本指が動くの
だけど、「それ何？」って感じ……。さらに近づく
と、バンジョー本体への興味も膨らんで……。
　そんなノームのバンジョーを今回の大阪公演の
世話役のひとり、小野田浩士さんに紹介していた
だこう。千日前ブルーグラスアルバムバンドやゴ
ローショー R40 で活躍するバンジョー奏者だ。

　トップテンションバンジョーといえば、以前は
ビル・キースやサミー・シーラーぐらいしか見か
けなかったのが、最近はモリー・タトル・バンド
のウェズレー（ウェス）・コーベット（Hawthorn 
RB-7 style）や、フラットロンサムのポール・ハ
リギル（Heartland RB-7 Style）、ベッキー・ブラ
ー・バンドのネッド・ルベレッキ（Gibson TB-7 
Mastertone）、元ジム＆ジェシーのマイク・スコ
ット（Gibson PB-18 Mastertone）と、やたら（失

テンションフープ自体にネジが装着されたトップテンションモデル。今回
の来日にノームが持参したギブソン「スタイル12」

礼！）多く見かけるようになりました。
　もしこれがブームであるのなら、その火付け役
は間違いなく、昨年10月にステュアート・ダンカ
ンと来日し、札幌、東京、名古屋、大阪をツアー
した「ミスタートップテンション」こと（私が勝
手に呼んでます……）パンチブラザースのノーム・
ピケルニーでしょう。ここでは彼のバンジョーと
セッティング、そして奏法についても少し触れて
みたいと思います。
　〔編集部注：トップテンションとは、ヘッドの
皮をテンションフープで押さえてブラケットのフ
ックでトーンリングの下部に引っ張るギブソン社
の「グラナダ」やスタイル「3」や「4」や「75」
など1920年代に確立された方式ではなく、フープ

（金輪）自体にネジをつけることによってリゾネ
ーターを外すことなくその上部＝トップからヘッ
ドを締めていく方式で、1937年以降にスタイル「7」
や「12」や「18」などとして紹介されたモデル。
ちなみに番号の前に冠される「RB」はレギュラ
ー（標準の５弦）、「TB」はテナー（４弦ショー
トネック）、「PB」はプレクトラム（４弦ロング
ネック）バンジョーを表わす〕
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ーです。数年前にナッシュビルのビンテージ楽器
店「グルーン・ギターズ」に売りに出されました
が、それを買った前のオーナーはそれから戦前オ
リジナルのウッドリムとフラットヘッドトーンリ
ングを取り外して、自分の「スタイル75」バンジ
ョーに組み込んでしまいました。それは本当に残
念なことでしたが、わたしはこの残りのトップテ
ンションパーツの全てを手に入れたので、これに
戦前のスタイル2のウッドリムを組み込んで、コ
ンバージョンバンジョーを作りました。これは恐
るべきコンバージョンバンジョーですよ」。
　そのスペックは以下のとおりです。
――1937年製TB-12からのオリジナルのウォール
ナット・リゾネータ、チューナ、テールピース、
トップテンション・フープとボルト
――TB-2からのウッドリムとフランジ
――ジョン・ラムジー作のメイプル製レプリカ・
ネック
――ジェリー・スローン作のレプリカ・フラット
ヘッドトーンリング（メッキ無し）
――新品のトップテンションアームレスト、リゾ
ネーターのねじ、コーディネーターロッド、L型
ブラケット
――ロビン・スミスによる、2本目のコーディネ
ーターロッドの追加

■ネックとブリッジ
　大阪公演の楽屋で間近で観察すると、ネックは
標準よりもわずかに幅広く作られており、その指
板にはほんのわずかに “R（アール）”（半径を表
わす “Radius” から派生した曲面／曲線を意味す
る）が入っています。ところが、装着されている
ブリッジはノーマルな（Rのない）ヒューバー製
のものでした。「指板にRが入ってるのに、なぜ
ブリッジはストレートなの？」と彼に尋ねても、
首をかしげるだけで無回答。そのあたりは結構い
い加減……じゃなくて、ラフなのかしら？
　後でわかったことですが、彼はこのバンジョー

用にもう一つのブリッジ、スナフィー・スミス
の “R” 付きを持ってきており、翌日の名古屋公
演では、このブリッジに交換して演奏した（本人
談）のだそうです。何をもってブッリジを交換し
たのか？ストレートでも、“R” 付きでもいいの
か……？　謎だらけです。
　ちなみに、どちらのブリッジも高さは「.656」、
幅は「Crowe spacing（クロウ仕様）」でした。
ブリッジ高は一般的な5/8インチ＝「.625」イン
チで1.588cm、または11/16インチは「.687」で
1.747cm、「.656」インチはその間の1.666cm。ま
た１弦と４弦のスペース（幅）はJ.D.クロウ仕様の
4.4cm（なお標準スペースは4.2cm）。

■バンジョーヘッド、弦、ピック
　ヘッドテンション（ヘッドの張り具合）は、今
回はハッキリと「G#」と言い切ってました。（本
誌2016年9月号のインタビューでは「限りなくG
に近いG#」と言っていた……）実際にタップし
てみたら「G#」よりは少し「G」寄りに感じま
したが……。「G#」にセットして少し弛緩した
状態だったかもしれません。
　ヘッドは、マークの印刷されていない「レモ

（Remo）」でした。また弦は、GHS社製の「10, 
11, 13, 20, 10」のセットで、これはどのバンジョ
ーでも同じものを使っているようです。
　ついでに、ピックのことを訪ねると、「ゴール
デンゲート・パーロイド（Golden Gate Pearloid 
Thumb Picks）のミディアムサイズと、ディーン・
ホフマイヤー（Dean Hoffmeyer）のワイダーバ
ンド（wider band）メタル・フィンガーピックを
使用しています。わたしは様々な時代の古いナシ
ョナル（フィンガーピック）を使ってきましたが、
おそらくわたしの一番のお気に入りはオーバル8

（oval 8：戦後すぐに作られたナショナル製フィ
ンガーピックで、パテント番号の「8」の刻印が2
つの卵形／楕円＝オーバルに見えることからつい
た呼称）です。でも、それらは現在、見つけるの
がとても難しいのです！」。
　ちなみにディーン・ホフメイヤーは本誌でもお
なじみの写真家でもある。ピックコレクターであ
り、これまで多くのバンジョー奏者にビンテージ
ピックを再生し提供している。そんな彼が最良の
時代のフィンガーピックを再現、「スタンダード」
と「カスタム」の２種類が流通している。カスタ
ムは「ワイダーバンド」と呼ばれる通常のビンテ
ージのナショナルよりもやや幅広のバンドとバン
ドに開けられた穴は小さいもの。また今回、ノー
ムはノーム・ピケルニー仕様の特別ピックも数個
持参、会場で完売となっていた。

2018年10月23日、ノームと筆者 “umeda TRAD” にて
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　さて、このトップテンションバンジョーの音が
本当に恐るべき（killer banjo）だったかどうかは、
彼の演奏を目の当たりにされた皆さんのご判断に
委ねることにしますが、来日公演を終え、名古屋
の中部国際空港から帰国の途に就いた彼は「手ぶ
ら」だったという噂が……。その真偽は定かでは
ありません(!?)が、彼が残した言葉、「次に来ると
きは、バンジョーを持たずに来るよ」だけは記し
ておきます。

メインバンジョーのスタイル7
　やっぱりノームといえば、パンチブラザーズの
一連の録音や、自身3枚のソロアルバムでもメイ
ンで使っている1941年製の「7」ギブソンのトッ
プテンションバンジョーですね。これについては、
バンジョーニュースレター誌2008年3月号のイン
タビューで詳しく語っています。
　「1941年製のギブソン “PB-7” トップテンショ
ンです。それはちょうど、チャーリー・クシュマ
ン（バンジョーセットアップの大家でアールズオ
ブレスターのバンジョー奏者）が（ナッシュビル
のビンテージ楽器店）グルーンギターズでバンジ
ョーをセットアップする仕事を始めた頃に、彼が
扱った最初の素晴らしいバンジョーです。あると
き（2006年と推測される）、わたしはグルーンに
デビッド・グリアと一緒に行き、このバンジョー
を試奏しました。わたしは本当にとても気に入り
ましたが、戦前のフラットヘッドの価格を考えれ
ば、思い切ることはできませんでした。それから
あっという間の3 ヶ月後、まだグルーンにそのバ
ンジョーは残っていましたが、それがまだそこに
あるかどうかを確認するために、数日おきにウェ
ブサイトをチェックしていました。
　わたしは再びグルーンを訪れて、一日中それを
弾きました。チャーリーは私に言いました。『そ
れはあなたのバンジョーです。あなたはそれを
買うために何でもする必要があります』、チャー
リーがそう言ったとき、その言葉はわたしに突き
刺さりました。彼は正しいミュージシャンのため
の正しい楽器があると信じており、それを認識す

ることは本当に重要です。わたしはそれが、わた
しが弾いた「売り出し中」のバンジョーの中で、
最高のフラットヘッドだと思いました。わたし
はそれを試したときから私の演奏（my style and 
attack）とフィットしたように感じました。
　そしてわたしは、ロビン・スミスに新しいネッ
クを作ってもらいました。それはトップテンショ
ン用のネックには珍しいマホガニー製でしたが、
伝統的なトップテンションインレイとヘッドスト
ックがありました。そして24フレットまでありま
す。私は24フレットのマホガニーネックを欲しが
っていましたが、ブリッジをヘッドの中心に寄
せると音が大きく変わることがあるので心配でし
た。そこでロビンは、フレットボードがバンジョ
ーヘッドの上に突き出たネックを作りました。
　このちょっと変わったネックはバンジョーをさ
らに生き生きとさせました。そのC＃とD（加え
られた2つの音符）は、彼らが元からそこにいる
かように、とても自然な音です。その音は、それ
を買ったときよりも今ではさらに良くなったと思
います。それは本当に素晴らしい楽器です」。
　また、バンジョーハングアウト（バンジョー全
般にわたる情報サイト）でのインタビューでは、
以下のようにも語っています。「このバンジョー
は、今まで所有してきたほかのどの楽器よりもは
るかに広いダイナミックレンジを持っています。
これは私にとって、一生の（a lifetime）楽器です。
でも、もう少し軽いと良いんですけどネ……」。
金属パーツが25％も多いというトップテンション
バンジョーの重さは、実際に持ち歩いてみないと
判らないでしょう……!?

最近手に入れたオリジナル 
　　5弦＆フラットヘッドのRB-7
　ジム・ミルズのあのビンテージバンジョーを集
めた名著『Gibson Mastertone: Flathead 5-String 
Banjos of the 1930s and 1940s』に掲載されてい
るオリジナル5弦ネックのプリウォー（戦前）フ
ラットヘッドのギブソンバンジョー「RB-7 S/N 
#E2791-1, The Hubert Lohr 」を手に入れたそう

ノーム・ピケルニーの全ソロアルバム３枚。その進化の過程とブルーグラスへの愛が一杯詰まっている。写真左から “In the Maze” (2004)、“Beat 
The Devil And Carry A Rail ” (2011)、“Noam Pikelny Plays Kenny Baker Plays Bill Monroe” (2013)、“Universal Favorite ” (2017)。
お問い合わせは、B.O.M.サービス（http://bomserv.com）まで
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来日ツアーで火が付いたステュアート・ダンカンとのフィドル＆バンジョー
ツアー、今月13日から３月１日まで全米13ヶ所をツアーするという。写
真は2014年10月、デュオ初のツアーでIBMAのWOBにて

です。彼曰く「ダン・ロフティンがマイク・ミュ
ーラーに売ったものを、僕が彼から買い取ったん
だ」と。
　「なんでトップテンションばかりなの？」と尋
ねたら、「僕はトップテンションがお似合いなん
だ」とのことでした。
　このバンジョー、以下のYouTube動画で見る
ことが出来ます。

（Noam Pikelny, Stuart Duncan, and Friends 
"Wheel Hoss" 10-6-2018、https://www.youtube.
com/watch?v=JaGjNFrOlIQ。またはCarter Vintage 
Guitars - Noam Pikelny on a pre-war Gibson RB-
7、https://www.youtube.com/watch?v=l_PM_
qqtoQw）
　そして、なんと昨年11月の5日から19日のパン
チブラザースのヨーロッパツアーに持って行った
そうですよ。いやぁ、なんともクレイジー !!
■……なら、あの「グラナダ」は？
　今回の来日の際、「自腹で楽器用の飛行機座席
を購入して持って来る……」という怪情報(!?)も
流れた1930年製ギブソンの高級モデル、「グラナ
ダ」（ノームから「費用は払うので日本国内飛行
機移動のバンジョー持ち込みをしたい」と要請さ
れた世話役の本誌編集長はてっきり「そう」思い
込んでしまったグラナダ信仰のお粗末……）。
　本誌2016年9月号によると、「2013年にサウスカ
ロライナで入手した1930年頃のグラナダ（オリジ
ナルは４弦）フラットヘッドにフランク・ニート
に作ってもらった５弦のネックを取り付けていま
す。新しいネックはエクステンデッドフィンガー
ボード（24フレット）ではなく、通常の22フレッ
トです。ブリッジはヒューバー社のものを使って
います、いろいろ試して、このバンジョーにはこ
れに落ち着きました」とのことでしたが、このと
ころ、彼がそのグラナダを弾いている場面を全く
目にすることがなくなりました。
　そこで彼に「あのグラナダはどうしたの？」と

尋ねたら「手放したよ。今は、それに住んでる」。
昨年春に結婚した彼、どうやらグラナダを売って、
新居の軍資金にしたようです。そして「やっぱり
僕はトップテンションがいい……」って。

“Jerusalem Ridge”解説 
　　……一緒に、笑っちゃいませんか？
　さて最後は、彼のバンジョー奏法について考察
してみたいと思います。
　もちろん、出来ることならば彼の最新ソロアル
バム『Universal Favorite』からの曲を取り上げ
たいところなのですが……、超難解な曲ばかり。1
曲目の「Waveland」からして、再生速度を落と
してようやく右手の指使いがわかったと思ったら、
数フレーズ後には、左手の指が届かない……、と
いう別世界で、断念。そこで、1枚アルバムを遡って、
名盤の誉れも高い『Noam Pikelny Plays Kenny 
Baker Plays Bill Monroe』から、今回の大阪公
演でもアンコールとして演奏された “Jerusalem 
Ridge” を取り上げます。採譜の際には、以下の
youtube動画を参考にしました。

Quint Mandolin 登場！
(basic specs)
Top: Italian Spruce
Back, Neck and Side: 

Swiss Tiger Maple
Bridge and Pickguard: 

Standard Ebony
Binding: Multilayer ivory 

with stripes
Finish Material: Shellac 

Varnish

（その他「クイント」のお問い合わせ）
●ウッドマン
東京・お茶の水店 03-5283-3422
http://www.woodman.co.jp/
●オンザボーダー 
東京・水道橋 03-5275-1960
http://www.sierra.co.jp/otb/
●梅田ナカイ楽器
大阪梅田・阪急三番街 06-6372-9266
http://www.umenaka.com/
●アップルギターズ
神戸・トアロード 0120-175045
http://www.apple-guitars.com/

希望価格  ¥270,000-(税抜き)

1976 年、初めてのアメリカ一人旅、ロサンゼルスで
はローランド・ホワイトの、そしてナッシュビルではバッ
ク・ホワイトの個人製作のマンドリンの音に驚いた。
もちろん、その間に訪れたサンフランシスコのデビッ
ド・グリスマンの本物のロイドロアーにも驚いたのだ
が、それよりもグリスマン宅でトッド・フィリップスが
マンドリンを作っているのを見て驚いた。そう、マン
ドリンは個人でも作れるんだって……。それから数
十年後の上海で、あのときに驚いたのと同じ種類の
音がするマンドリンに出会った。それが、「クイント」
だった。一度、弾いてみませんか？─── sab san

　（調整／修理）　●弦楽器工房 SOL-ANEMO　http://www6.plala.or.jp/solanemo/
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https://www.youtube.com/
　　　　　　watch?v=XupyVOW6kQc

　まず特筆すべきは、頑ななまでに完璧にケニ
ー・ベイカーのフィドルをバンジョーで再現した
こと。まるで、すべてのフィドルの音を譜面に落
とし、それを忠実にバンジョーで弾いた（実際に
そうしたんだと思いますが……）かのようです。
　例えば、14小節目と15小節目のフレーズ。違い
は2音目だけなのですが、今までにもこの曲のバ

ンジョーでの演奏をいくつか知ってますが、この
2つの音（譜面 1）を弾き分けたものを、わたしは
他に知りませんでした。しかし実際に、ケニー・
ベイカーのオリジナル録音（アルバム『Kenny 
Baker Plays Bill Monroe』より）でも、確かにこ
の2つの音を弾き分けてるんです。もう忠実過ぎ
て笑ってしまうくらいです。ひょっとしたら、ノ
ーム得意の茶目っ気の表れなのではとまで思って
しまいます。
　さてこの2つの音を弾き分けるには、14小節目

“Jerusalem Ridge” as played by Noam Pikelny, tablature by Koji Onoda

（https://www.youtube.com/watch?v=XupyVOW6kQc より）
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の最後の音を、右手の中指で弾かなければなら
ないことに注目してください。わざわざ中指で
……、再び笑っちゃいそうです。

　次に、8小節目に注目してみたいと思います。
ここでもケニー・ベイカーのフィドルを忠実に再
現した3連符が登場しますが、注目はその直後。
普通ならこのTAB譜（tab_1）のように解放弦を
使って「キース・スタイル」で弾いちゃいますよ
ね。なのに彼は、シングルストリング・スタイル
で弾いちゃうんです。彼が、スクラッグス・スタ
イルでも、キース・スタイルでも、そしてシング
ルストリング・スタイルでも、そのすべてで違い
のない音が出せる（普通は、音を聴けば何スタイ
ルかが分かる……）ことは万人の認めるところだ
と思いますが、だからと言って、わざわざシング
ルストリング・スタイルにする必要もないと思う
のですが。
　ここで参考になるのが、同じアルバム『Noam 
Pikelny Plays Kenny Baker Plays Bill Monroe』
に収録されている曲 “Wheel Hoss” のこのフレ
ーズ（tab_2）です。これも普通ならば解放弦を使
って、このTAB譜（tab_3）のように弾きますよね。
ところがノームは、わざわざ凡人（失礼）にはコ
ントロールが難しい指使いで弾いちゃうんです。
ここで考えられるのは、彼は解放弦の残音（次の
音に移った後も響きが残る音）を避けたのではな
いか、つまりこれもまた、「フィドルのボウイン
グの音に近づけたかったのではないか？」という
ことです。この傾向は、ほかの箇所（17小節目と
か、20小節目とか）にも見られます。しかし、こ
れを「単なる指クセ」とおしゃるご意見を否定す
るものではありません。

　ただし、とても指クセとは言い難いのが20小節
目の右手の指使いです。この3連符での「t、m、i」
の順番は、次の21小節目の「t、i、t、i」に持っ
て行くための順番合わせをしています。つまりこ
こは、しっかりと「決めて（意図を持って）」弾
いているのだと、わたしは思います。

■最後に……
　少し宣伝をさせてください。2月17日の日曜日
に、私がバンジョーを務めるブルーグラスバンド

「千日前ブルーグラスアルバムバンド」が、1972
年の第1回宝塚ブルーグラスフェスから47回連続
出場の記録継続中、関西学院アメリカ民謡同好会
から生まれた老舗バンド「ブルーグラスナッツ」
との共演します。また3月2日の土曜日には、京都
市で「千日前ブルーグラスアルバムバンド」単独
ライブを行います。
●ブルーグラス・ナッツ
　　　／千日前ブルーグラスアルバムバンド
　　＠西宮・ダートマスクラブ
　2月17日（日）14:00開場14:30開演、2000円（ド
リンク別）：兵庫県西宮市甲子園口北町1-22 ラ
ッ ク ス2番 館 B1、 電 話 0798-66-4911、http://
dartmouth.guitars/　ご予約はダートマスクラブ

（新田）までご連絡ください。
●千日前ブルーグラスアルバムバンド
　　＠京都・ホンキートンク
　3月2日（土）20:00開演、1,000円（別途、1フー
ド＆1ドリンク要オーダー）：京都府京都市左京
区岩倉幡枝町1040、電話 075-701-8015、http://
www.honkytonk21.com/　ご予約はホンキートン
クまでお電話でご連絡ください。
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